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品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

有 バクトペプトン ウシ

①デュラミューン MX 8 ①共立製薬株式会社
H20.6.4 指定医薬品、劇薬、

②デュラミューン MX 8 FDAH ②フォート ダッジ株式会社 要指示医薬品
製剤区分（薬効分類）生物学的製剤（ワクチン類）

主成分

乾燥ワクチン　1バイアル（1頭）中
弱毒ジステンパーウイルス オンダーステポート株 10

3.5
TCID

50
以上

弱毒犬アデノウイルス（2型） V-197株 10
5.0
TCID

50
以上

弱毒犬パラインフルエンザウイルス　91880株 10
5.0
TCID

50
以上　　

弱毒犬パルボウイルス　FD2001株 10
5.0
TCID

50
以上

液状不活化ワクチン　1バイアル（1mL）中
犬コロナウイルス　TN-449株 （不活化前ウイルス価）10

4.5
TCID

50
以上

レプトスピラ・イクテロヘモラジー　コペンハーゲニー株 （不活化前生菌量）10
8.0
個　　 以上

レプトスピラ・カニコーラ　フォント　ユトレヒトⅣ株 （不活化前生菌量）10
8.0
個　　 以上

対象動物 犬

効能及び効果
犬ジステンパー、犬アデノウイルス（2型）感染症、犬伝染性肝炎、犬パラインフルエンザ、犬パルボ
ウイルス感染症、犬コロナウイルス感染症及び犬レプトスピラ病の予防

用法及び用量
乾燥ワクチンを液状不活化ワクチンで溶解し、6週齢以上の犬に1mL（1バイアル）ずつ3～4週
間隔で2回、皮下又は筋肉内に注射する。

使用禁止期間／休薬期間

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

－

アメリカ
（動生剤）混用

（１品目中で上記動生剤
の項目が重複するもの）

胆汁、結合組織、皮
膚及び骨（頭蓋骨及
び脊椎を除く。）

製剤区分（薬効分類）生物学的製剤（生物学的診断用製剤類）

主成分 １回測定当たり　　抗犬赤血球抗原（ＤＥＡ）1.1ﾏｳｽﾓﾉｸﾛｰﾅﾙ抗体　　2.5μg

対象動物 犬

効能及び効果 犬の赤血球型（DEA1.1）の判定

用法及び用量 省略（HPをご覧ください）

使用禁止期間／休薬期間

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

－

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

ラピッドベット－H犬血液型判定キットⅡ 共立製薬株式会社 H20.6.4

（動生剤）その他

（診断液を含む）

－

無


